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1 は じ め に

放牧飼養は自給飼料資源を活用し,ま た,糞尿を草地に

還元する環境に配慮した生産システムである。著者らは日

本短角種及び交雑種 (黒毛和種×ホルスタイン種,以下

Fl)の秋子を供試して,放牧育成を取り入れた牛肉生産

システムについて検討し,日 本短角種及び F,と も放牧後

濃厚飼料多給で肥育すると枝肉格付としては十分であるが,

日本短角種においては皮下1旨肪が厚くなる傾向が認められ

たヽ 皮下脂肪が厚いと,バラをはじめとして可食肉割合

の低下が懸念される。そこで,本報ではこのシステムで肥

育,生産した可食肉量について報告する。

2試 験 方 法

3種類の方法で肥育した日本短角種及びFlを供試した。

①試験 1(粗飼料多給)では,日本短角種の春子去勢雄

12頭を10ケ月齢から舎飼でホールクロップサイレージをお

およそ50%の乾物割合で給与した。

②試験 2(濃厚飼料多給)では,日本短角種の秋子18頭

を2シ ーズン放牧育成後の15ケ月齢から舎飼で 8～ 12ケ月

間,粗飼料割合はおおよそ20～35%(乾物)で肥育した。

③試験 3(濃厚飼料多給)では6ケ月間放牧 したF,30

頭を,10～ 15ケ月齢から舎飼で濃厚飼料多給で肥育した。

試験 1の全頭,試験 2の 9頭及び試験 3の 12頭について

右半丸の可食肉量 (枝肉を分割・除骨後に,ス ジ,靭帯 ,

余剰脂肪等を除いて整形したもの)の調査を行うとともに,

左半丸のトモバラを赤肉,脂肪,骨に分割し構成割合を調

査した。また,試験 2の 9頭及び試験 3の 18頭は食肉処理

センター (以下センター)で可食肉量を調査した。本セン

表 1 各部位における可食肉の占める割合
(可食肉/(可食肉+脂肪))

ロース (%) 683±58  625± 57  709± 59
モモパラ(%) 372± 44  337± 45  440± 70
モモ (%)  680± 31  689± 40  748± 36

ターの可食肉量は,端材肉を含み,ま た,パ ラ及びロイン

部の整形で脂肪が厚いため,東北農試での調査よりも多い。

3 試験結果及び考察

日本短角種及びFlの各区の平均枝肉重量は400kg前後で

あった。また,皮下脂肪 (cm)は平均で,日本短角種の粗

飼料多給区が25,濃厚飼料多給区が23(農試),27(セ ン

ター調査),Flが20(農試),18(セ ンター謝0であった。

図 1に枝肉重量と可食肉割合の関係を示した。可食肉割

合は枝肉重量が増加するにつれ低下する傾向にあり,ま た,

Flが日本短角種よりも,日本短角種では粗飼料多給型の

方が濃厚飼料多給型よりも,高い傾向にあつた。

表 1に各部位の可食肉割合を示した。可食肉割合は,デ

とモモで70%前後と高く, トモバラで34～44%と低かった。

トモバラ及びロースでは品種・飼養間で差が大く,枝肉中

の可食肉割合の差は主にこれらの部位に起因していた。

次に,可食肉割合が少なく,ま た,個体による変動が大

きいトモバラについて肉と脂肪の構成を測定し,図 2に枝

肉重量とトモバラの脂肪及び赤肉重量の関係を示した。枝

肉重量が大きくなっても,赤肉重量の増加は小さく,品種・

飼養間でも差は小さかった。一方,脂肪重量は著しく増加

した。増加量は日本短角種がFlよ りも,ま た,濃厚飼料

多給型が粗飼料多給型より大きい傾向にあつた。このこと

175     186     105     20'     215

技肉重二(kg)

図 1 枝肉重量と可食肉割合の関係
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から飼養法・品種により脂肪蓄積の制御が可能と考えられ

た。この関係については滝本も350kg平均と本試験よりや

や小さい枝肉で報告しており
。,よ り大型化 した枝肉でも

同様なことがわかる。

センターで調査した可食肉割合は図 3に示したように,

Flでは60%以上であったのに対して,日本短角種では変

動が大きく,ま た,400kg以 上の枝肉重量では60%以下が

多かった。

本試験における供試牛の放牧育成期を中栄養状態とする

と,こ のような中栄養の後に高栄養で肥育した場合は枝肉

中の脂肪が多くなること
つ
,ま た,体重が600kgを越えると

枝肉で脂肪量だけが増加すること
2)が報告されている。し

かし,600kg仕 上げとすると秋子の 2シ ーズン放牧後の肥

育期間が短くなり枝肉格付は劣る場合があること'〉 ,ま た,

枝肉重量が400kg以上では可食肉割合が低下する枝肉がみ

られることから,枝肉格付を優先する場合は,枝肉重量は

400kg以下 (生体重で680kg)に なるような肥育方式が適当

と考えられた。

黒毛和種及びホルスタイン種は日本短角種よりも枝肉に

脂肪が付きにくいことが報告されているが",Flにおい

てもその特徴が認められ,日本短角種よりも枝肉重量の大

型化が可能なことが示唆された。

4 ま  と  め

本試験の結果から放牧育成を取り入れた牛肉生産では ,

枝肉格付を優先する場合の肥育方式として枝肉重量24110kg

以下にすることが適当である。しかし,本試験のパラで顕

著に見られるように枝肉への脂肪蓄積は品種・飼養法で変

えることが可能であった。今後は食味を保ちながら濃厚飼

料給与量の減少や早期出荷により,可食肉割合向上を優先

させる資源循環や環境保全に配慮した効率的な牛肉生産が

必要になろう。
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図 2 枝肉重量 と トモバラにおける1旨肪重量・赤肉重量との関係
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図3 枝肉重量と可食肉割合の関係 (食肉センター調査 ,

端材肉含む)
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